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高校進学に向けた 
iPadの活用



   中学部3年（15歳） 

• 筋疾患 

• 準ずる教育課程 

• 小学校から本校へ入学 

• 高等学校進学を希望



困難さ
• 教科書、ノートが入っているカバンを持ち上げたり、
移動させたりすることは難しい。 

• カバンからの道具の出し入れやファイリング、机上整
理等に時間がかかる。 

• 筆圧が弱い 

• 教科書、ノート、筆記用具、宿題などの忘れ物が多い。

現在はほとんど個別の授業なので 
十分に対応することができている



活用のねらい

忘れ物を減らす

少ない支援で学校生活を送る

ねらい②

ねらい①



カバンの様子



2.5kg...

＋



教科書 ノート プリント

メモ

ねらい②

ねらい①



ねらい①



教科書



ノート



プリントをPDF化



◯操作をすぐ覚え、活用のできている 

◯ノートテイクの時間が減少した 

◯簡単に整理できるようになった

用具をデジタル化してみて…



用具をデジタル化したが…
• 操作が手間取ることがある 

• これまでの学習に慣れている 

• まだ大丈夫 

• 普通の中学生と同じように学びたい 

• 教科書の裁断に抵抗を感じる

iPadを主にした学習に 
踏み切れない状態がしばらく続く



ねらい②



宿題のメモ



用具

忘れ物（用具）

運動会特別時間割

メモしたものは忘れない



宿題

宿題

運動会特別時間割

メモしているが…



宿題をやってこない背景
• 毎日放課後デイサービスで過ごしている（～20時帰宅のことも
ある） 

• 帰ってからは食事、入浴、就寝 

• 平日の学習は放課後デイサービスでのみ行っている 

• 学校に電動車イスを置いている 

• 床に座って過ごすことが多く、意のままに動くことが難しい

一人で自由に学習する 
物理的環境が整っていない



その他



◯すぐiPadで調べるようになり、自分
から発表するように 

◯写真を見せ、自分からはなしかける
ことが増えた 

◯外へ出かけることが増えた 

◯速いタイピング

その他



• 前・後期の2回、終日（前ー7月：2日間 後ー11月：5日間） 

• 平常授業（実技教科も） 

• 模擬テスト受験、成績分析 

• トイレ以外は支援はなし 

• 前期は他の生徒と同じ用具（通常の教科書ノート）で参加

地域の中学校で授業体験



中学校での体験学習後
• 高等学校進学へのモチベーションが向上 

• iPad使って学習していく決意 

• 教科書（国社数英）のデジタル化の依頼 

• 忘れ物に対しての意識向上 

• 小学校の時の友達とLineで連絡をとるようになった



今後の見通し

• より使いやすいアプリ 

• デジタルとアナログのバランス 

• 病状に合わせた様々な操作、入力方法の習得

よりよいiPadの活用を目指して



今後の見通し

• iPadを活用した授業体験の実施 

• iPadを使う上で現在行っている支援の検証 

• 本人、保護者との合意形成 

• 個別の教育支援計画、個別の指導計画への明記

合理的配慮としてiPadを活用していくために



iPadを使う上で行っている支援

プリントデータのPDF化 教室に同期用のPC配置

無線LANプリンター 添削後の再配布


